
一日の保育園の生活の中でも大なり小なり事故が発生する危険性があります。

その為にも保育園での事故をなくすために日頃から設備の点検・保育内容の安全性・緊急時の対応を

職員で共に共有化し、園児が安心して過ごせる環境作りを心がけています。

【防犯について】

園舎の内外の施設設備の不備や異常の早期発見のため、また災害における危険現場の発見・避難経路の

確保の安全点検を行っております。

また、子どもたちの防災への意識を高めるため、毎月1回の訓練を行っています。

訓練は年間計画にそって、火災・地震・津波と、あらゆる災害を想定し実施しています。

【戸外活動】

戸外活動では、防犯対策やいつでも連絡が取れるよう携帯電話等を持ち、保育士は必ず数人で同行します。

また、交通ルールは徹底して子どもたちに教え、事故のないよう配慮します。

【 睡眠環境について】

お子さまの安全確保のため「仰向け寝」を基本とします。

0歳児は、ＳＩＤＳ乳幼児突然死症候群を防ぐため、保育士が5分おきにお子さまの状態を確認いたします。

【送迎時の安全確認】

送迎の際は予めご登録いただいた方にのみお子様をお引渡し致します。

お迎えの可能性のある方はご登録下さい。

【保険の種類】

当園では、万が一の事故に備えて、賠償責任保険・普通傷害保険に加入しています。

安心・安全・衛生



お子さまの健康管理について

当園ではお子さまを集団で、長時間お預かりするため、お子様の健康管理には十分注意を払って参ります。

送迎時には、お子様の健康状態を確認致します。

【連絡帳】

保護者の方には、毎朝お子様の健康状態をご記入の上、登園をお願い致します。

その日の園での様子を記入の上、お返し致します。

※爪きり、鼻そうじ、耳そうじ等は、園では行っておりません。

　登園前にご自宅等で各自お願いいたします。

【健康診断（月極保育の方のみ）】

当園は下記医療機関と提携しており、園医による健康診断を定期的に行います。

園医の指導内容も保護者の方へお伝え致します。

◆提携する医療機関◆

【医療機関】社会福祉法人三宝会　南港病院

【所在地】大阪市住之江区北加賀屋2−11−15

【担当医】小児科　竹迫　倫太郎先生

【 園での与薬（月極保育の方のみ）】

園での与薬を希望される場合、当園のルールに従ってお薬をお預かり致します。

本来与薬は、「医師」「保護者」のみ権利と責任があり、第三者が与薬することは、

原則禁止されております。医療の専門機関ではない、保育施設が与薬を行うことに対し、

以下のルールをご理解下さい。

①規定の書式「与薬依頼書」の事項をご記入頂きお薬と一緒にお預かり致します。

　登園時に必ず口頭で保育士にお伝え下さい。

②お薬は一回分ずつに分けて、お名前をご記入の上お預け下さい。

③お薬に関しては医師が処方したものに限りお預かりを致します。

※市販のものはお預かり出来ません。



【登園を控えていただく症状】

当園は以下の症状が見られる場合は登園を控えていただくようお願いしております。

園内での流行を防止するために、皆様のご協力をお願いいたします。

以下については、登園可能かどうかは掛かりつけ医の判断となり、再登園の際は掛かりつけ医の

登園許可書が必要となります。必ず受診してください。

インフルエンザ

百日咳、麻疹

流行性耳下腺炎

風疹、水痘

咽頭結膜熱（プール熱）

腸管出血性大腸菌感染症

結核

流行性角結膜炎

急性出血性結膜炎

細菌性赤痢

その他の学校感染症

流行性嘔吐下痢症

（ロタウィルス・ノロウィルスなど）

また以下の感染症については、一定の登園停止基準は設けられていませんが、発声や流行動向によっては

医師による登園停止の指示に従う必要性がありますので、必ず受診してください。

手足口病、とびひ

伝染性紅斑病（りんご病）

ヘルパンギーナ

溶連菌感染症

突発性発疹症

マイコプラズマ肺炎

ＲＳウイルス

※ 登園許可書とは

集団でのお子様のお預かりを考え、他のお子様への感染を防ぐために、園では 「登園許可書」を提出

頂いております。主治医の先生より「お子様の名前」「病名」「再登園できる日」医療機関の

「住所・ 電話番号・医師名・捺印」の記載された用紙を再登園の際、お持ち下さい。（園に書式を用意

しておりますので、必要な方はお申し出下さい。）



【発熱について】

３７．５℃以上の熱がある場合は、園内の体調不良児保育室で保育看護にあたります。

保育時間内に３７．５℃以上お子様が発熱した場合は一度保護者の方へご連絡いたしますが、

お迎えに来る時間まで責任を持ってお預かりいたします。

体調の変化は個々のお子様により様々です。

明らかに日頃の様子と違う場合やお預かり開始後に発病した場合、保護者の方へご連絡させて頂く場合が

ございますので、予めご了解下さい。

衛生管理

光触媒（酸化チタン）

・紫外線を受けて化学反応を促進する触媒

・ウイルス・菌を水と二酸化炭素に酸化･分解

・強力な酸化力

⇒塩素の３倍、過酸化水素の２倍、オゾンの１.５倍

用途：トイレ・外壁・建材など

抗菌触媒（Ａｇ：銀）

古くから除菌・殺菌作用が知られている触媒。

最近では消臭などでAg製品が主流になっていることは周知のとおりです。

⇒６５０種類以上のウイルス・菌に有効（ＦＤＡ）

用途：水の鮮度保持・銀食器・銀歯など

※FDA・・・米国の食品・薬品などの認可を行う政府機関

三元触媒（Ｐｔ：プラチナ）

還元作用があり、有毒な排ガスの浄化のための触媒として自動車マフラーに使用されている。

⇒炭化水素を無害な水に、一酸化炭素を二酸化炭素に酸化して、クリーンなガスに変えて排出。

用途：自動車マフラー、医療用抗菌シーツなど

園児の手（口）ふきについて

必ず、使い捨てのものを使用し、菌の繁殖を防ぎます。

デルフィーノ加工について ・・園内を丸ごと抗菌します。

園内をまるごと抗菌し、園児・職員の感染症予防につとめています。

専用の使い捨てエプロン・マスク・手袋を着用し、感染予防をします。

排泄（汚物）処理について

おもちゃについて

週１回、つけおきの消毒をいたします。毎日は片付けの際に、消毒タオルでふきとります。

保育室について

食事後は、テーブルと椅子を毎回消毒します。




